
令和2年度　iJAMP「市議会最前線」掲載記事一覧

掲載月 市議会 タイトル 頁
令和2年

8月 札幌市議会（北海道） デジタルサイネージで積極広報 P2

9月 八戸市議会（青森県） 未来の市政発展を目指す議員連盟 P3

10月 長岡市議会（新潟県） ホノルル市議会との平和交流 P4

11月 桐生市議会（群馬県） 議会一丸となって市長へ当初予算要望 P5

12月 大垣市議会（岐阜県） 議場をユニバーサルデザインに P6
令和3年

1月 向日市議会（京都府） 開かれた議会を目指して P7

2月 福山市議会（広島県） すべての市民により開かれた市議会を P8

3月 西条市議会（愛媛県） 議会の活性化を目指して P9
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【市議会最前線】◎デジタルサイネージで積極広報＝札幌市議会
20/08/31 08:00 NG19

iJAMP記事

　札幌市議会は２０１６年度、議会基本条例にある「市民に開かれた議会の実現のため、多様な情報発信手段
を用いて、積極的な広報を行う」との規定を具現化するため、「デジタルサイネージ」を利用した広報を展開
していくことを決めました。

　「デジタルサイネージ」とは簡単に言うと「電子看板」のことで、画面を通信ネットワークで結び、時間と
場所を特定してきめ細かな情報発信をすることが可能です。

　実際にデジタルサイネージ広報がスタートしたのは１６年１１月です。市議会定例会の日程や、傍聴、議会
中継の案内を内容とする動画と静止画をそれぞれ１５秒版と３０秒版の２種類製作。年に４回、定例会開会日
の月の初めから閉会日まで、札幌駅の地下歩行空間など市内計８６カ所で放映しています。

　議会のインターネット中継のアクセス数は、デジタルサイネージ広報と、同時期に開始したスマートフォン
対応の相乗効果で大きく伸びました。一方、傍聴者数は減少しましたが、これは議場に直接足を運ばなくても
議会の状況を目にすることができる環境が整ったからだと考えています。本市では今後も市民に開かれた議会
を目指し、効果的な広報に取り組んでいくつもりです。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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JAMSTEC有人潜水船「しんかい6500」支援母船「よこすか」
八戸港寄港セレモニーのようす

日比谷OKUROJIにオープンした「８base」

iJAMP記事

【市議会最前線】◎未来の市政発展を目指す議員連盟＝八戸市議会
20/09/30 08:00 NG022

　八戸市議会では、市政の発展や地
域の活性化に寄与することを目的に
超党派の有志議員による議員連盟を
設立し、全議員が全ての議連に参画
して活動しています。

・国立研究開発法人海洋研究開発
機構研究成果活用促進八戸市議会議
員連盟

・県立八戸芸術パーク・屋内スケ
ート場早期建設・運営促進八戸市議
会議員連盟

・八戸圏域連携中枢都市圏形成促
進議員連盟

・エネルギー研究開発促進八戸市
議会議員連盟

　今回は、以上四つの議員連盟の中で特徴ある二つの議員連盟の活動をご紹介します。

　一つ目として、「海から拓けたまち　八戸」として平成１８年から国立研究開発法人海洋研究開発
機構（ＪＡＭＳＴＥＣ）研究成果活用促進八戸市議会議員連盟を設立し、地球深部探査船「ちきゅ
う」や有人潜水調査船「しんかい６５００」などの八戸港寄港や、八戸市水産科学館への「ちきゅ
う」情報館設置などの要望活動並びにＪＡＭＳＴＥＣの調査・研究に関する支援活動を行っていま
す。

　平成２７年９月には、市内の大学とＪＡＭＳＴＥＣとの間で、海洋資源や海洋環境保全に係る研究
開発及び人材育成などの進展を目的とした連携・協力に関する協定が締結され、大学内にＪＡＭＳＴ
ＥＣ連携連絡室が設置されるなど、八戸市とＪＡＭＳＴＥＣとの絆は、ますます強くなりました。

　さらに、令和元年８月には、本市議会議員連盟からの声掛けにより、全国のＪＡＭＳＴＥＣ関連施
設が所在する都市の市議会議員有志で構成する「我が国の海洋研究を推進する市議会議員連盟」が設
立され、我が国の海洋地球科学技術の水準の向上と加盟市の発展のために、全国の海洋都市とも連携
した活動を展開しています。

　二つ目には、八戸圏域連携中枢都市圏形成促進議員連盟です。これは、連携中枢都市圏構想に対す
る理解を深めるとともに、圏域の振興・発展に資することを目的に活動しており、八戸圏域連携中枢
都市圏を形成している本市及び近隣の６町１村の８市町村議会議員（全１２４名）で構成していま
す。

　毎年、構成市町村議会が持ち回りで年３回程度、講演会と合わせて各首長も参加する交流会を開催
し、圏域の連携・強化に努めています。

　令和２年９月、当市は東京・内幸
町の商業施設「日比谷ＯＫＵＲＯＪ
Ｉ」に八戸都市圏交流プラザ「８ｂ
ａｓｅ」をオープンしました。ここ
は、八戸圏域が誇る北三陸の海の幸
をはじめ、バラエティに富んだ果物
や野菜、肉や乳製品、豊かな粉食文
化といった、まだ知られていない圏
域の魅力を、首都圏の人々にダイレ
クトに味わっていただく拠点（ｂａ
ｓｅ）であり、人と人とが交流し繋
がってゆくことで、圏域の可能性を
無限大に広げる拠点となることを目
指しており、議連としても、大いに
活用されることを期待するもので
す。

　今後とも、さらなる八戸市の発展
のために議員一丸となって活動に取

り組んで参ります。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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長岡市議会議場にて長岡・ホノルル市議会正副議長
と長岡市議会各会派代表者

iJAMP記事

【市議会最前線】◎ホノルル市議会との平和交流＝長岡市議会（新潟県）
20/10/19 08:00 NG017

　長岡市議会はホノルル市議会と、あらゆる
分野における両市の発展を図るため、平成２
６年に「交流に関する覚書」を締結し、活発
な交流を続けています。

アメリカ合衆国ハワイ州ホノルル市と長岡
市は、かつて敵国であり、太平洋戦争で罪の
ない多くの人が犠牲になったという悲しい過
去があります。真珠湾攻撃を指揮した海軍連
合艦隊司令長官の山本五十六は、長岡市出身
でした。

　戦後６０年以上の時を経て、平成２４年、
両市が平和交流を始め、姉妹都市提携を結び
ました。平成２９年には、真珠湾追悼記念式
典に日本から唯一招待された自治体として、
長岡市が出席しています。両市が経験した悲
しい過去は、姉妹都市交流を通じて、固く結ばれた友情へと変わってきていると言えるのではないで
しょうか。

　近年の市議会同士の交流では、令和元年度、ホノルル市議会正副議長が８月の長岡まつりに合わせ
て来岡され、灯籠流しや献花を行って戦没者を追悼したほか、慰霊・復興・平和への祈りが込められ
た長岡花火を御覧になりました。また、長岡市議会議長が１２月の真珠湾追悼記念式典に出席した
り、ホノルル市が進める事業を視察するなど、平和の尊さを再確認すると同時に、相互の理解がより
一層深まった一年となりました。令和２年度は新型コロナウイルスの影響で、予定していた交流が中
止となってしまいましたが、終息後には再び交流をすることを手紙で約束しています。

　平和な世の中が続くことは、世界中の人々が切望していることです。

　戦争の痛みを知る両市議会が親睦を深め、平和への想いを共有することは大きな意義があります。
今後も交流を続け、覚書にもあるように、政治をはじめ教育や文化などのあらゆる分野において両市
がお互いを高め合い、発展していくことを目指します。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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荒木恵司市長（中央右）に要望書を手渡す北川久人議
長（同左）ら

iJAMP記事

【市議会最前線】◎議会一丸となって市長へ当初予算要望＝桐生市議会
（群馬県）
20/11/16 08:00 NG024

　桐生市議会は、平成３０年度から次年度当
初予算に対する要望書を全議員の総意として
桐生市長へ提出を行ってまいりました。

　事の起こりは、市民意見を市政に反映させ
る仕組みづくりにありました。市民の皆様と
「まちづくり討論会」や「議会報告会・意見
交換会」などを開催し、数多くの貴重なご意
見を頂戴する中、これらの市民意見を市政に
反映させるため、政策研修会にて講師より頂
戴したアドバイスを活かし、桐生市の現況に
即した当初予算要望書を次年度の当初予算編
成前に市長へ提出することとしました。

　今年度も令和３年度当初予算要望を作成す
るにあたり、３つの常任委員会で所管事項に
係る要望項目を各３項目まで絞り込み、計９
項目の要望を議会の総意として取りまとめま
したが、取り分け、新型コロナウイルス関連の予算の確保・充実を重点的に要望させていただきまし
た。

　収束の見えない新型コロナウイルスとの戦いの中、市内事業者等への支援や医療体制構築のための
人材確保など、厳しい窮状に追い込まれた市民を守るための予算確保が最重要課題となっておりま
す。私たちには、市民の声を聴き、市民に寄り添ってきた議会として、この現場の声を市執行部まで
届ける責務があるのです。

　桐生市議会は、これからも市民からの負託に応え、議会及び議員としての職責を全うするため、議
会一丸となって当初予算要望を続けていく所存です。（了）

※本印刷物は時事通信社 iJAMPサービスから印刷されました。
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